
            

3
月
8
日
に
札
幌
で
開
か
れ
た
右
の
会

は
、
女
性
デ
ー
合
唱
団
の
「
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
」「
あ
な
た
が
夜
明
け
を
つ
げ
る

子
ど
も
た
ち
」
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
記
念

講
演
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
学
ぶ
『
持
続
可

能
』
な
く
ら
し
」
と
題
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
監
督
の
鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん
が
行
い

ま
し
た
。
自
身
の
最
新
作
「
ミ
ツ
バ
チ
の
羽

音
と
地
球
の
回
転
」
の
29
年
に
亘
っ
て
中
国

電
力
の
原
発
建
設
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て
い

る
祝
島
の
闘
い
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を

求
め
て
街
づ
く
り
を
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
地
球
温
暖
化
と
経
済
成

長
が
反
比
例
し
て
い
る
こ
と
、
祝
島
で
自
然 

            

エ
ネ
ル
ギ
ー
百
％
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
原
発
を
止
め
て
も
使
用

済
み
核
燃
料
処
理
対
策
に
百
年
以
上
か
か
り

雇
用
は
無
く
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
た
め
、
今
の
10
倍
以
上
の

雇
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
、
若
々
し
く
軽

快
な
テ
ン
ポ
で
語
り
、
聞
く
も
の
に
希
望
と

確
信
を
与
え
ま
し
た
。 

 

「
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
福
島
か

ら
一
家
で
避
難
し
美
容
室
を
開
業
し
て
い
る

本
田
淳
子
さ
ん
が
、
苦
労
し
な
が
ら
原
発
を

無
く
す
運
動
に
か
か
わ
り
、
一
緒
に
声
を
出

し
ま
し
ょ
う
の
訴
え
に
満
場
は
共
感
の
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
被
災
地
福
島
へ
の
募
金

が
２
４
０
、
４
１
１
円
集
ま
り
ま
し
た
。 

    

３
月
１０
日
、
札
幌
弁
護
士
会
主
催
の
同
講 

座
が
開
か
れ
、
事
前
に
応
募
し
た
中
高
生
３８

名
と
弁
護
士
会
関
係
者
、
傍
聴
者
ら
約
１００
名

が
参
加
し
休
憩
を
挟
ん
で
３
時
間
半
、
熱
心

に
討
論
し
ま
し
た
。
先
ず
、
痴
漢
疑
い
で
の

逮
捕
、
取
調
べ
る
刑
事
の
態
度
、
被
疑
者
の

不
安
・
動
揺
な
ど
の
映
像
を
事
例
に
、
憲
法

第
３３
条
の
逮
捕
の
要
件
、
３４
条
の
拘
留
・
拘

禁
の
要
件
な
ど
、
３８
条
の
自
己
に
不
利
益
な 

            

                   

供
述
、
自
白
の
証
拠
能
力
な
ど
と
弁
護
人
の 

関
わ
り
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
司
会 

者
か
ら
は
「
実
は
こ
の
事
例
で
は
真
犯
人
だ 

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
刑
事
弁
護
は
必
要
か
、 

な
ぜ
３４
条
で
弁
護
人
依
頼
権
が
規
定
さ
れ
て 

い
る
の
か
」
提
起
が
あ
り
グ
ル
ー
プ
討
論
の 

後
、
賛
否
様
々
な
論
点
が
書
き
出
さ
れ
全
体 

討
論
で
さ
ら
に
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

次
に
刑
法
で
は
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に 

当
た
る
強
盗
殺
人
事
件
で
、
裁
判
員
に
な
っ 

て
刑
を
決
め
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
が
「
な
ぜ
無
期
か
、
死
刑
か
」、
犯 

人
の
社
会
的
背
景
、
事
件
の
経
過
、
遺
族
の 

立
場
な
ど
を
ふ
ま
え
た
意
見
を
発
表
し
合
い
、 

討
論
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
テ
ー
マ
は 

「
死
刑
が
必
要
か
ど
う
か
」
に
移
り
、
死
刑 

と
人
の
命
の
重
さ
、
罪
の
償
い
方
、
犯
罪
防 

止
と
の
関
係
に
も
話
は
及
び
、 

現
在
そ
の
廃
止
を
含
め
論
議 

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
の
問 

題
を
深
め
ま
し
た
。 
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3 月の定例街宣 3 月 13 日の東区民ｾﾝﾀｰ前宣伝は、冬に逆戻り
したように寒い中、4人だけの参加でした。 
宣伝の音を聞き、福島から避難して近くの道住に住むＴさんが来て

くれて「私は 4歳の息子を連れて東区に避難しました。福島の人々は放
射能の汚染に苦しんでいます。北海道の皆さん、泊原発を止めてくだ
さい」と訴えて、短時間で「原発なくせ」の署名が 10筆集まりました。
また、9条・6筆、核兵器・7筆でした。 

次回の定例街宣 

４月１３日（金) １２：３０～ 
東区民センター前 国会論戦を

大勢の参加・署名で後押ししま

しょう！ 

「ミツバチの羽音と地球の回転」  

上映会に３００名が参加！ 
３月３日、東区ふしこ地区センター

で開催された午前、午後、夜３回の上

映会には、３０９人が鑑賞に訪れまし

た。映画は、瀬戸内海の豊な海と自然

環境の下で暮らす祝島の住民が、その

くらしを破壊する中国電力「上関原

発」の建設計画に反対する、２８年間

ものたたかいと、スウェーデンの自

然、再生可能エネルギーの転換を紹介

しています。 

３、１１を経験した私たちが、未来 

のエネルギーをどうするのかを考え

合う上で、タイムリーな内容でした。

なお実行委員会では出た利益を東日

本大震災被災者支援の募金として被

災地に届けることにしています。 

 

2012 国際女性ﾃﾞｰ全道集会 

なくそう原発！生かそう憲法！ 
広げよう雇用！掲げて 580 人 

 
 

第
６
回
中
高
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た
め
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法
講
座 

 
 
 
 
 

グ
ル
ー
プ
討
論
、
全
体
討
論
で
深
め
ら
れ
た
問
題
提
起 

幾重もの大災害、見通しの無い中 
懸命に生きる現地の方々 

3 月 10 日～12 日福島県相双地区を訪ねて 

東区９条の会事務局 上野和子 

          旅ｼｽﾃﾑ平和ﾂｱｰで福島県 

      浜通りを訪ねることが出来

ました。初日は相馬市で蓮

池透氏の講演・伊勢崎賢治

氏のジャズ・相馬高校吹奏

楽部の演奏を聴いた後、地 

元の方 4人（米作、酪農、漁業、教育）の報告と

訴えがありました。大地震、大津波、原発事故に

よる放射能汚染と幾重もの大災害に遭い地域は

壊滅状態になっていること、その上東電と政府の

無責任、無作為からの風評被害、見通しが無い中 

地域で懸命に生きようとしている姿に深い感動

と畏敬の念を覚えました。 

それは翌日の現地見学で被害の大きさを目の

当たりにして思いが深まりました。写真左上は南

相馬市の住宅地域が津波で跡形も無く今もその

ままの様子です。11 日は南相馬市の慰霊祭に参

加しました。会場には多くの方が記帳して参加し

ました（写真右下）。14 時 46 分大きく長いｻｲﾚﾝ

の中、私は黙祷しながら、 

泊原発廃炉と憲法を活かす 

運動を今にも増して頑張ろ 

うと決意を新たにしました。 

 

2012         （予告） 

許すな壊憲！道民集会 
５月３日 １０時～ 

かでる２・７ホール  

記念講演  

憲法・秘密保全法をめぐる動き 

講師：藤原真由美弁護士 

（日弁連憲法委員会事務局長） 

写真右上：鎌仲さん、左上：本田さん 


